
ぐー〉 昭和29年8月10日 大村市政?さより (毎月1目・10目・20日発行〉

6月上旬競

こ
の
た
び
宮
内
庁
'
と
し
て

一
つ
い
て
は
、
受
入
側

ω
県
一

関
芸
、
花
等
そ
の
他
の

一帯
へ
の
普
及
浸
透
を
左
配
一

研
究
会
、
講
話
会
に
於

鵬

脚

本

年

中

K

残

余

の

取

扱

一並
び
に
農
家
の
全
面
的
な

一

研
修
事
項
を
現
地
に
生
一に
よ
り
期
し

τい
る

ω
で
一

け
る
、
無
硫
酸
根
肥
料

印

を

完

了

し

、

以

後

廿

魔

止

一御
協
力
を
得
て
、
そ
の
誠
一

か
し
、
着
々
そ
の
成
県
一御
諒
知
の
上
、
指
導
協
力
一

に
つ
い
て
の
設
明
を
、

対

す

る

uu
の
通
知
が
あ
り
ま
一意
あ
る
懇
切
な
指
導
止
、
一
を
あ
け
つ
L

あ
り
、
研

一方
を
、
お
願
い
し
ま
す
o

一

積
極
的
広
行

b
し
め
る

し
た
。

一研
修
生
自
身

ω
真
剣
な
努

一

修
生
の
今
後
の
活
動
は
一

詑

一

こ
止
。

隆

本
市
に
於
て
も
終
戦
後
、

一力
に
よ
り
非
常
に
大
き
な
一

長
崎
県
の
農
村
振
興
の

工

、
普
及
員
、
農
協
購
買
一
一
、
普
及
員

ω
現
地
に
お

断

一

部

遺

族

に

下

賜

さ

れ

た

一成
果
を
あ
け
て
い
る
の
で

一

強
力
な
推
進
力
止
な
り

一

係
、
町
村
勧
業
係
、
農
一

け
る
無
硫
酸
根
肥
料
施

時

が

未

r相
当
数
の
未
受
領
一あ
り
ま
す
。

一

農
業
発
展
の
た
め
寄
与
一

協
技
術
員
等
を
密
接
に

一

肥
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

l

者
(
申
請
済
者
を
含
む
)
一
即
ち
農
業
技
術
商
廿
勿
一

す
る
・
と
こ
ろ
極
め
て
大
一

連
繋
せ
し
め
る
こ
止
。

一

シ
ヨ
ン
を
行
わ
し
め
る

休、

運
輸
業
、
大
工
、

一

業
.
飲
食
倍
、
整

色

一よ
り
御
下
賜
金
の
代
り
に

一が
あ
る
土
思
わ
れ
る
の
で

一

論
、
販
費
出
荷
、
農
産
一

き
い
も
の
が
あ
る
と
思
一
一
、
普
及
員
の
現
地
に
於
一

こ

七

(

農

林

課

)

左
官
業
、
鍛
治
屋
、
小
一

回
目
・
宥
設
一
郎
会
等
で
す

一御
紋
付
士
拝
盃

f
F
賜
さ
一該
当
者
は
六
月
二
十
五
日
一

加
工
、
協
同
組
合
の
経
一

わ
れ
ま
す
。

一

け
る
四
日
ク
ラ
プ
農
事
一

運
送
業
、
各
一
相
内
職
、

一

(
秘
書
課

一れ
て
居
-puu
し
い
…
が
、
昭
一迄
に
柄
祉
事
務
所
、
叉
廿
一

営
状
況
そ
の
他
、
農
{
義
一二
十
九
年
度
【
お
い
て
も
一i
i
t
i
t
il
lit-
-
i
i
!
!
i
i
:
:
i
!
i
i

生
花
、
金
融
業
、
料
一
制
一

広
報
統
計
係
〉

一利
二
十
じ
年
以
後
、
取
扱
一出
張
所
に
申
請
し
て
下
さ
一

の
経
営
聞
に
お
い
て
も
一そ
の
実
績
に
鑑
み
引
続
い

一

M
j
i
J

ー

l

i

l

i

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

|

一を
中
止
さ
れ
て
居
り
ま
し
一ぃ
。

一

各
種

ω実
地
習
得
ξ
見
一て
第
三
回
目
の
研
修
生
を

一

:

ニ

N
H
K
の
長
崎
放
送
局
内
に
事
務

…
査
て
川
式
売
業
の
賓
態
守
把
む

一
一脚
船
動
動
脈
判
別
、
刻
一畑一刷、引

一だ

3

一

(伺祉叩砂川一

一
問

yur関口問
一閥抗
k
u
iけれれ
一
円

u
…
斜
計
十
日
時
間
官
同
制
郡一一例

…
脚
…
関
係
者
の
御
協
力
を
願
い
ま
す

一
判
長
即
位
わ
が
川
(
(

一
川
-du一紅一昨昨年制

5
2
5

一
見
詰
水
立
同
叩
け
れ
ば
訪
問
一
さ
対
話
官
民
刊
誌
口

語…

一
問
問
仁
い
れ
ば
何
時
間
同

mMM
一

貸
付
申
込
受
付
に
つ
いて

で

留
守
家
族
の
方
々
へ

土
日
可
農
菜
下
さ
一
日
時
巴

ワ
州
一
約
十
持
法
川
口
れ
れ

で

…

る

を

な

り

ま

し

た

o

一標
肥
に
つ
い
て
は
既
皇
れ
ま
す
が
、
と
の
度
本
一

聖書呈
E

E

i

s

訂
一
寸

l」

l
l」
1
1
J司
」

羽

且

斤

一

言
応
じ
ま
に
現
地
処
理
が
出
来

支

持

許

税

阿
見
詰
肝

一諮
問
諸
制
控
訴
芦
副
議
官
民
投
炉
供
討
議
長
長
崎
市
百
件
汗
時
四
百
一口

一
山

町

長
刊
行
抑
制
山
し
お
紘

一
月
…

状
況
を
明

ら
か
に
し
て
我
が
国
産
言
語

一必
要
止
す
る
者
に
対
し
、

一借
入
を

2
?J
jは
プ
一る
米
帰
還
者

ω安
否
に
つ

一家
族
で
、
安
否
裂
を
希
一一
一

一

一

一

一

一
一

一一
千

平

一

便

を

図

る

た

め

友

記

の

通

り

一

N

情
動

ω
実
態
把
握
に
資
す
る
'と
共
花、

各

一そ
の
遺
故
国
庫
債
券
を
担
一月
二
十
五
日
迄
に
福
祉
事
一い
て

ω
現
地
に
対
す
る
山
一望
す
る
方
」

は
市
役
所
内
一一

一

一

一

一

一

一

一

一一

こ
一
音
一
雑
音
相
談
所
を
設
置
す
る
こ
'
と
に
な

種
標
本
調
書
基
礎
資
料
ぞ
な
り
ま
す
。

一保
止
し

て
最
高
四
万
円
以

一務
所
為
申
込
下
さ
い
。

一会
を
国
が
日
本
赤
十
字

一福

川

事

務

所

三

E
下

I
l
l
-
-
I「ト
l
lJ
E
主

つ

に
O

(

秘
書
課
広
報
係
)

設
立
一

μ

思
想
問
一昨日韓引け
一
(福松事務
所〉

一日昨日目立与下ド事務所〉

一伝
達
い
達
、
3

一知
字
詰
出
発声社

れ
る
の
で
、

税
金
正
は
全
一願
い
し
ま
す
仁

一

一

一

H

一

旬

一

電

話

二
=
二

番

3
2
u
m一
向

日

間

完

工

事

印

刷

日

刊

一

語

鑑

札

の

更

新

と

届

出

一

四

時

寸

日

…

一

…

ド

制

限
削

通

り

詞

一

三

日

し

く

申

告

し

て

殿

;

一

会
社
、
工
場
、
事
務
所
一

一

咳

当

者

は

早

く

衛

生

課

へ

一

〉

ζ

、
-

)

ν

一

l
l
JI
l
li
-
-
11
11
1
J

実
の
統
計
を
作
り
土
け
た
一

商
倍
、
神
社
、
寺
院
、

一従
来
、
軍
斑
郵
便
貯
金
め

-以
下
に
限
ら
れ
て
い
た
が
一

円

一

木
県

υ
秒
刊
行
水
田
け

一業

υ成
果
の
完
壁
を
期
し
一一

j

一
時
手

二
寸
豆

一元

1

4

E

Y
4
k
z
f

uu官
制
約
十
直
接
一
昨
~
計
器
止
は

MFM持
増
川
町
阻
む
目
立
J
伸
一MM問
刊
誌
社
け
れ
一
日
明
日
昨
日
守
新
一町四球時

u
r
F一切
れ
む
間
れ
れ
肘
一一澗

一出
法
問
一鰐
語
界
都
料
一

間
諮
問
諮
れ
一
間的安例代

M
F一位
弓

印

日
一五
四
時
間

P
一昨
昨
日
お
十
一一
十
立
印刷山口
一思
弓
十
一
」
町
一品
U

れ
何
十
仁
鵠
一一出

一州
訂
州
一M
J師
長
引
い
一

1
i
!
j
j
L
i
i
;
i
ij
l
h
i、、
L
1
i
l
i
l
i!
!
!i
!
郵
袋
一
白
川
地

L佐
川
に
よ
り
鮮
魚
介
類
、
五
初
め
る
方
も
す
べ
て
営
一培
養
法

の
制
定
に
よ
っ
て

一し
て
い
る
が
、
と
の
運
動
ニ
一
防

二

仁

叶

間

性

払

削

減

九

都

M
M
h
u

i
!
i
i
!、
、
川
バ
、
1
i
i
j

包
含
し
て
適
当
な
る
口
金
」
等

的

処

?

共
に、

一撃
品
、
氷
菓
子
等
の
行
商
一

業
届
、
及
び
民
一
川
の
健
一画
期
的
な
進
出
を
見
て
い

一で
は
、
無
硫
酸
根
肥
料
の

一一パ
j

日

一
少
し
た
が
、

一も
と
ず
き
、
そ
の
予
防
に

一

/

白

書
/

A

町

do前後
一

数

を

設
置
し
、

大
村
局
見
位
取
州
議
関

ω
地
域
区
一を
営
も
う
止
す
る

Z
、
一

康
診
断
書
に
政
収
録
手
数
一る
の
で
あ
る
が
、
料
的
均
一中
で
、
特
に

1市:
!民:
:速i
)報i
i欄 1

第 31号

づY と?凡?

第 31 号
昭和 29年 6月 10日

編集人大村市秘書課長

藤戸主郎

長崎県大村市

発行所大村市役 所

電話代表 750替

一
お
知
ら
せ

変
の
加
工

一
叉
は
小
麦
粉
製
造
業
者
は

一
食
糧
管
型
法
に
よ
り
‘
一

一
定
様
式
に
基
き
報
告
し
な

一
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で

一
該
当
者
は
鴻
れ
な
く
六
月

一二
十
日
迄
に
報
告
書
を
提

一
出
し
て
下
さ
レ
c

な
お
報

一
札
口
曹
は
本
け
市
民
課
、
又

は
各
出
践
所
に
丸
り
ま
す

ハ市
民
課
町
務
係
)



写貞は ラクオーにf長る人ノJ

関 ム で る も大 行 不 公
、会あ こ のき 為 心岡もら 美 与 つ 拐 を 来 エ

美 雨り止でなも 得 、の 保 をえ て 徹 1換ま l
L ~j- ま の 、事7f fltや f31・で 議 、て、時 起 し シ
い、す H'Iゆ 県 り 、 !臨 すし人く自 す したヨ
自み 。来 る を Ht/J、地 リて問れ 然 る、。ン
然ん なが J討すL さ利 行 0)1とが とこ 公の
をな いせ 来 ばな刑 台破瓜我とれ i羽不
仰の li¥]に 寸話 5没者 た j主光 々にをi1J節
五 公 !題 す る外損 の い か の に よ 品仰 が

う鰍ム ム ム し たあい
には紙てし~;t :1'合つ煙ま J二寸ま 火 て め ，しに
し勝 屑おて、 て て 1'/"(し き キ し 気 お に か た
ま手 やき カミ もた l県けJ:でャょにき、らの
しに排ま ら うマみ必 うも:/う廿 ま い来 し
ょ捨 当し士 一ツ ま -t 口先プ O ー しつ るみ
うて ガょ を度チ し立 全なほ屑 よも 人な
oなラう か 的jiや よち に!日It んピ ì~ う お IJ- たが
キいや U ぶ み吸 う!と 汗jすもの 意。潔ち 与
ヤよ Zさ せ泊 殻 O ま しるーし に の 、

まかあり づ 公ム最ム 玄 王をに詞ζ 三吾工 一一一一 ム 所のく 入燃ン
す L 止、ら国指大落 大た もた もは設会う止注り、折止に樹う の け究きた後 た虫珍 にか拾れ ず フ-
oわか破か の導の書切め、がωみ は悶。め窓 まし角材き木 O また もまめ か い な し 塊刊誌てるかそ
るら m ら燈標恥 tま に K 後 ~fj で ん、 の 〉てし すば、やずの L りl)iしにらもどいめなる ま 、の

;私自222-utだれきZZ13(位認 石主主むをお:jit fiSZ受信
さ人りがす内りイじ じさ31そく叉あて I ~'い 、折たした折 いいり O 止人す取柏よ 立 も や 施
えの す変。板 ま国よ なるな、な い¥ きた~ら街より つ まで 、自 した Oつ物うた木や 局設'
あ命るついはす民 うい人つあたる の まづ互 れ路うすた し、傷然 て ちでてや U なや む穴地
りに止たた、。 の 0での てな の間施 しらいて樹 ロるり よそ村研おのも み 昆 い21竺K-r

ttzzzz咋幻主任問521; 呆発~.:--=-夏は例年より早し -d す に都守内そ
よ一例 まど でけ 本号 。上例 がみ ま刷る付 月 戟 ii 一子両瓦羽子- lio進 市り|叫 し
う時年しろ付ねで す年時が す ね見例概す il 一一一 !1手:めの 、に にて
。的上よ強 平 ん tぎ る よ 々あが、込年 況 ろ さ---同日本では相当の大雨:':;~宝た美 自対つ観
大りうい年 さ 相 傾 り、り、つでよ c] 0 マゃい化然す止光
下目 多 Oi足並れ 当 同十i正日、中 ゆす り f 係以で表 予 力士 かて号不 月合中詑とを の るめ j也
が く 西泣 Cま の がm本 ま句 担 o早 5分|峰 、し報月 fら、を第七で央皐思、杭 愛 規広の
あ、 日が す す大 あ前 海?と頃 がモ日 報をの六たを気の七五 以四日付 気 ヴい加 設 NIH付金
り金 本現が 。雨 り総に低一 持のに 管 逐関月の護象 三月月 つ三イヨ五象 ま的、 を物 iι

横

山

頭

に

電

燈

が

と

も

る

一

一

葉

ぢ

〉

方

で

す

公

官

・

3
1

』

E
寸，

mい〆
H
q司

l
唱

の

@
vr
'
瓦
口
ま
ど

桃
山
一
間
開
拓
同
一
一
一
ト
コ一-い
は
川
和一一
十

一
年
入
相

一

以
来
努
力

t
E
ね
て
い
る
が
三
十
六
年
か
ら
包
附
設

一

W

L

C

1

・

=

コ

仰

を

引

闘

し

、

岡
県
市

ω仙
…叫
し
し
十
九
万
円

ふ

一九

一

…

街

路

樹

を

育

工

ま

し

ょ

う

(
一
負
担
八
十

一
万
円
で
附
近

ω
既
設
民
家
三
戸
を
合
む

一

一

一

一

、

一

↑

山
当
市
は
.
大
村
公
開.
を
始

め
、
県
立
公山

一
三
十
六
戸
に
作
望
小
や
電
抗
日

八
月
十
六
円

一

一

品

一

'
ご
O

一

-

…

多

良
岳
町

H
出
の

流
、
共
的
他

大
村
尚

一
ぴ
の
点
ぽ
式
を
準
行
1
J

ρ

(

農
林
諜
)

一

一

…

一

一

一

一

海

岸
一

帯
等
の
自
然
景
勝
地
に
悲
ま
れ
、

一

一

一

一

全
市
が
、

そ
り

ま
L

‘
大
公
凶

山
口
が
あ

日
一

一

一

一

り

ま
す
。
こ
れ
等
の
公
川
、
任
問
川
付
.

0
一

一

「
市
mmm
要

覧
」
を

設

行

一

一

観
光
耐
に
重
要
な
位
位
を
出
め
る
F
川
時

a
E
E同
町

月
一

一

市
で
は
、
昭
和

一十
八
年
版
の
市
勢
叫
覧
の
編
集

一

一

κ、
市
民ー
は
勿
論
、
県
民
一

休
荘
、
慰
安

8
一

一
を
念
い
で
い

た

か
、
こ
の
程
、
完
成
発
行

ω
運
び
正
一

…
教
化
の
場
止
し

τ非
常
K
大
切
な
所
で
あ

年一

一前
説
諸
説
明
持
則
勾
均一
見
仰M
4
一

い

り

ま

寸

0

1

日
一

一
五
色
刷
市
内
を
図
付
で
大
村
市

の
刷
観
、
政
治
財
政

一市
江

主
い

て

同

年

JFH一並
に
住
宅
地
区
K
納
樹
を

和
一

一
保
健
樹
生
、
産
業
経
済
、
教
育
文
化
・
市
民

ω
生
活

一画
で
風
致
川
市
誰
育
成
、

一し
て
お
り
ま
す

L

モ

一

↑
な
ど
詳
細
な
市
勢
統
計
を
牧
録
し
て
い
る
。

一利
用
施
設
。

事
前
拡
充
一

い
よ

/
{
¥
新
緑

υ
候

昭
一

一

(
秘
書
謀

非
費
口
問
〉

一を
計
る
左
L
も
に
・
街
跨
一

な
り
、
観
光
、
リ

ク
リ

り

一一三三三亙三三璽三三孟三重 三三

よ?ゴ政市村大(毎月1目・10目・20日発行〉第 31号

緑のオア シス ……大村駅前の小公園三寝耳:に1剖名刺が植えられた駅前一大村部隊道路

工事進むi駅前通 り道路 〔本年度中|日III道まで完成予定〕


